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要約 

 

平成 20 年に告示された学習指導要領においては、基礎的・基本的な技能を確実に習得させ、これらを活用

して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を児童に育成することが求められた。そのための

手段として、あらゆる教科・領域において言語活動の充実を図る必要があるとの考えが示された。また、文部科

学省による「教育の情報化に関する手引」では、児童の情報活用能力を育成するための各教科等における学習

活動について、教科全体やそれぞれの学習内容に応じた指導法が例示された。 

知識・技能の活用を図る学習活動や探究的な学習活動の基盤となる言語活動（記録・要約・説明・論述）にお

いて、教科の目標を達成するための効果的な ICT 活用が期待できるとの考えが述べられている。このことから、

児童が ICTを活用する学習活動をカリキュラムに取り入れることで、教科の目標を達成することと併せて、児童の

情報活用能力を育成することができると考えた。 

そこで、本研究においては、児童の情報活用と関連づけた言語活動の充実を図る学習指導法を開発して授

業実践を進め、どのような学習活動において情報活用能力を育成することができるか検討することとした。具体

的には、児童が授業において言語活動を行う学習場面と、育成したい情報活用能力の関連を示した一覧表を

開発し、これを基にして教育現場において実践可能な指導パッケージを作成して授業実践を進めた。これにより、

ICT 活用を不得手とする教員でも、指導パッケージに則して学習指導を行うことで、児童の思考力・判断力・表

現力を向上させる言語活動を実現することができ、教科のねらいを達成することと併せて、児童の情報活用能力

を育成することができるか検討した。 

実践授業での検証にあたっては児童向け意識調査や、言語活動における児童の発言や記述の分析を通し

て、ICT 活用による言語活動の効果と児童の情報活用能力の変容について検証した。完成した指導パッケージ

はウェブ上で公開し、閲覧者が共有実践できるようにすることで、教員の ICT 活用指導力の向上につなげること

ができるように広く情報提供するようにした。 
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１ 研究の目的 

本研究においては、児童の情報活用と関連づけた言語活動の充実を図る学習指導法を開発して授業実

践を進め、どのような学習活動において情報活用能力を育成することができるか検証することを目的とした。 

具体的には、小学校学習指導要領から言語活動の洗い出しを行い、言語活動一覧表を開発する。これ

を元に、情報活用と関連づけた言語活動を計画的に取り入れた指導パッケージを開発し、ICT 活用を不得

手とする教員でも、開発したカリキュラムに則して教科指導を行うことで、児童の思考や表現を促進させる言

語活動を実現することができるようにする。これにより、教科のねらいを達成しながら、児童の情報活用能力

を育成することができると考える。 

また、開発した言語活動一覧表や指導パッケージによる検証授業や研修を実施し、参加した教員から多

くの意見を取り入れながら資料を高めていく。完成した指導資料はウェブ上で公開し、閲覧者と指導法を共

有実践できるようにすることで、教員の ICT 活用指導力の向上につなげることができるようにする。 

 

２ 研究の視点 

本研究においては、以下の３つの視点について研究実践を進めることとした。」  

 児童の情報活用と言語活動との関連を図るカリキュラムの開発 

 情報活用能力の育成と教科の目標達成を図る授業実践 

 教員の ICT 活用指導力を高めるウェブサイトの構築 

 

３ 研究の方法 

（1）児童の情報活用と言語活動との関連を図るカリキュラムの開発 

言語活動の充実を図る指導パッケージ開発に向けて、小学校指導要領に記載されている言語活動を抽

出して一覧表を作成した。具体的には、小学校学習指導要領国語編・中央教育審議会答申・PISA 調査結

果等に記載された６つの項目で言語活動の対象と表現手法で内容を整理した。言語活動の対象としては、

「読み取ったこと」「考えたこと」「感じたこと」「観察・実験したこと」「見学・調査したこと」の５項目を取り上げた。

一方、言語活動における表現の媒体として「単語・文章・箇条書き・数式・概念マップ・図・表・地図・グラフ・写

真・絵・動画・音声」を取り入れた。これらの項目の組み合わせにおいて、各教科等のねらいや特性に応じた

情報活用能力の育成について検討し、授業のねらいを明確にした指導パッケージを開発することとした。 

（2）情報活用能力の育成と教科の目標達成を図る授業実践 

言語活動一覧表から抽出した学習活動において ICT 活用を取り入れた指導について検討しながら、指導

パッケージを開発することとした。実証授業の内容については、「教育の情報化に関する手引」の第３章「教

科指導における ICT 活用」に例示された指導の具体例や、類似の活動についても検討しながら実践を行うこ

ととした。また、各教科等において、児童の発達段階に応じた適切な言語活動を展開できるように積極的に

計画・実践を進める。また、評価規準表に基づいた児童向け意識調査を活用して、ICT 活用による言語活動

の効果について検証をおこなう。指導パッケージの内訳としては、国語で１１単元、算数で６単元、社会で７



単元、理科で１単元、総合的な学習の時間で２単元、家庭科で１単元、外国語活動で２単元の総計 30 単元

を作成できるように目標を設定した。 

（3）教員の ICT 活用指導力を高めるウェブサイトの構築 

各研究員所属校での校内研修において参加体験型研修を実施する。具体的には、開発した指導パッケ

ージを使ってワークショップ型研修と模擬授業を行う。研修後は、参加者から寄せられた意見や感想などを

集約し、指導カリキュラムの質を高めるための参考資料とできるようにする。また、完成した言語活動一覧表

や指導パッケージを公開するウェブサイトを、コンテンツマネージメントシステムの活用により構築する。これ

により、開発した資料を効率的にウェブ上に公開し、ICT 活用が不得手な教員でも簡単に資料を入手できる

ようにすることで指導力向上につなげるようにする。 

 

４ 研究の実際 

（1） 児童の情報活用と言語活動との関連を図るカリキュラムの開発 

① 基本資料からの言語活動項目の精選 

新学習指導要領においては意図

的・計画的な言語活動の充実が求めら

れているが、言語活動そのものは毎日

の授業の中で日常的に行われるもので

ある。しかし、それが意図的・計画的な

指導になっているかというと十分ではな

いのが現状である。そこで、文部科学

省やＯＥＣＤなど国家的・国際的機関よ

り出されている資料を基礎資料としてい

くつか選び、内容を検討することとした

（図１）。 

例えば、小学校学習指導要領にお

いては、言語活動の項目として「記録・要約・説明・論述など」と示されている。また、平成 20年の中央教育審

議会答申においては、「表現・伝達・説明・分析・評価・論述・改善・討論・議論」が例示されている。一方、平

成２１年のピザ調査からの考察においては、「統合・解釈・熟考・評価」について更なる学習指導の改善が求

められている。 

本研究においては、これらのたくさんの項目の中から重複する内容を取捨選択し、指導の重点化を図る

ために「記録、説明、要約、論述・記述、分析・評価、表現・発表」の６項目に精選した。また、これらの項目を

柱として意図的・計画的な言語活動の充実を図る基礎資料となる言語活動一覧表を作成することとした。 

 

 

 

 図１ 言語活動の項目の精選 



②言語活動一覧表の開発 

ア 手順１：小学校学習指導要領からの言語活動の洗い出し 

手順１として、小学校学習指導要領解説書の全教科・領域を熟読し、何年生のどの教科で具体的に

どのような言語活動が例示されているか洗い出し、137 場面を抽出した。そして、指導の重点化を図るた

めに事前に設定しておいた言語活動６項目「記録、説明、要約、論述・記述、分析・評価、表現・発表」

のどれに当てはまるか検討・分類することとした。 

イ 手順２：言語活動の対象と表現媒体の明確化 

手順２として、言語活動の対象と表現媒体を明確化していった。一覧表の行の並び替えをして記録

は記録、説明は説明と整理していった。そして、それぞれの言語活動において、どのような対象をどのよ

うな表現媒体を用いて学習活動を進めていくか検討することとした。言語活動の「対象」として「聞き取っ

たこと」や「読み取ったこと」など 9項目、また、「表現媒体」として「箇条書き・文章・写真・動画」など 13項

目を整理した。その後に、言語活動項目ごとに並べ替えて一覧表を整理した。 

ウ 手順３：情報活用能力との関連付け      

最後に、言語活動と情報活用能力との関連付けを実施した。言語活動のそれぞれの項目を検討し、

情報活用のねらいとしていくつかのまとまりに整理した。それらを「教育の情報化に関する手引」などを参

考にして作成した情報活用能力一覧表と関連付けた。この表の完成より、言語活動のそれぞれの項目

においてどんな言語活動例があり、どのような対象と表現媒体で授業を組み立てればいいか、また、そ

れによってどんな情報活用能力が育成できるのか意図的・計画的な指導資料の開発につなげることがで

きた。児童の情報活用と関連付けた言語活動一覧表の実物を表１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表１ 言語活動一覧表 

学年 教科 内　 　 容

１・2年 国語
紹介したいことをメモにまとめたり，文章に書いたりす
ること。

１・2年 国語
身近なことや経験したことなどから話題を決め、必要な
事柄を思い出すこと。

5年 社会 必要な資料を収集したり選択したりする。

１・2年 国語
経験したことや想像したことなどから書くことを決め、
書こうとする題材に必要な事柄を集めること。

全学年 学活
体験活動を通して気付いたことなどを振り返り、まとめ
たり、発表し合ったりするなどの活動を行う。

3・4年 国語
関心ある事柄などから書くことを決め、相手や目的に応
じて、書く上で必要な事柄を調べること。

3・4年 社会 必要な資料を収集する。

3・4年 国語
関心のあることなどから話題を決め、必要な事柄につい
て調べ、要点をメモすること。

１・2年 国語
尋ねたり応答したり，グループで話し合って考えを一つ
にまとめること。

5・6年 国語
話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べる
などして考えをまとめること。

6

観察・
実験し
たこと

文章／
写真／
動画

1・2年 生活
活動したことや体験したことを，見付ける，くらべる，
例えるなどの手法で表現する。

事象の差異点や共通
点をとらえてまとめ
ることができる

１・2年 国語
事物の仕組みなどについて説明した本や文章を読むこ
と。

3・4年 国語
目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しな
がら読み文章などを引用したり要約したりすること。

5・6年 国語

目的に応じて、文章の内容を的確に押さえて要旨をとら
えたり、事実と感想、意見などとの関係を押さえ、自分
の考えを明確にしながら読んだりすること。

5・6年 国語
登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとら
え、優れた叙述について自分の考えをまとめること。

3・4年 社会 資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえる。

5年 社会 資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえる。

6年 社会 資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえる。

１・2年 国語 読んだ本について，好きなところを紹介すること。

3・4年 国語
図表や絵，写真などから読み取ったことを基に話した
り，聞いたりすること。

3・4年 国語 紹介したい本を取り上げて説明すること。
5・6年 国語 本を読んで推薦の文章を書くこと。

1・2年 図工

感じたことを話したり友人の話を聞いたりするなどし
て、形や色、表し方の面白さ、材料の感じなどに気付
く。

3・4年 図工

感じたことや思ったことを話したり、友人と話し合った
りするなどして、いろいろな表し方や材料による感じの
違いなどが分かる。

5・6年 図工

感じたことや思ったことを話したり、友人と話し合った
りするなどして、表し方の変化、表現の意図や特徴など
をとらえる。

1・2年 音楽
楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表
すなどして、楽曲や演奏の楽しさに気付く。

3・4年 音楽
楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表
すなどして、楽曲の特徴や演奏の良さに気付く。

5・6年 音楽
楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表
すなどして、楽曲の特徴や演奏の良さを理解する。

5・6年 家庭
衣食住など生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解す
る。

項目 対象 媒体
言語活動例 ※学習指導要領解説よ り 抜粋

情報活用能力

観察・
実験・
体験し
たこと

文章／
写真／
動画

実験・観察・活動の
対象を継続的に記録
することができる

4

見学・
調査し
たこと

文章／
写真／
動画／
地図

疑問に思ったことを
詳しく調べて記録す
ることができる

記
録

1

聞き
取った
こと

箇条書
き

関心ある事柄などか
ら話題を決め、必要
な情報を選んで要点
をメモすることがで

2

読み
取った
こと

文章／
箇条書
き

読み取りの視点を明
確にして的確に記録
することができる

3

見学・
調査し
たこと

文章／
図／表
／グラ
フ／写
真／地
図

収集した情報から読
み取ったことや考え
たことを関連付けな
がら、新しい視点で
再構成することがで
きる

説
明

9

読み
取った
こと

文章／
箇条書
き／音
声

ナンバリングやラベ
リングなどの手法を
選んで効果的に説明
することができる

10

感じた
こと・
想像し
たこと

要
約

5

聞き
取った
こと

文章

他の意見と比較しな
がら自分の考えをま
とめることができる

7

読み
取った
こと

文章／
図／表
／グラ
フ／写
真／地
図

読み取ったことを引
用したり要約したり
して見出しやレイア
ウトを工夫しながら
まとめることができ
る。

8

文章／
図／写
真／絵
／音声

形や色、イメージな
どを取り入れて視覚
的に説明することが
できる

 



5・6年 国語 事物や人物を推薦したり，それを聞いたりすること。

1年 算数
計算の意味や計算の仕方を，具体物を用いたり，言
葉，数，式，図を用いたりして表す。

2年 算数 加法と減法の相互関係を図や式に表し，説明する。

3年 算数
整数，小数及び分数についての計算の意味や計算の仕
方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，図を用いた
りして考え，説明する。

5年 算数
小数についての計算の意味や計算の仕方を，言葉，
数，式，図，数直線を用いて考え，説明する。

5年 算数
三角形，平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方
を，具体物を用いたり，言葉，数，式，図を用いたり
して考え，説明する。

5年 算数
三角形の三つの角の大きさの和が180°になることを
帰納的に考え，説明する。四角形の四つの角の大きさ
の和が360°に成ることを演繹的に考え，説明する。

6年 算数
分数についての計算の意味や計算の仕方を,分数につい
ての計算の意味や計算の仕方を，言葉，数，式，図，
数直線を用いて考え，説明する。

3・4年 国語
出来事の説明や調査の報告をしたり，それらを聞いて
意見を述べたりすること。

5・6年 国語
資料を提示しながら説明や報告をしたり，それらを聞
いて助言や提案をしたりすること。

4年 算数
日時や場所などの観点から資料を分類整理し，表を用
いて表す。

4年 算数
長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，具体物
を用いたり，言葉，数，式，図を用いたりして考え，
説明する活動。

5・6年 家庭
自分の生活における課題を解決するために言葉や図表
などを用いて生活をよりよくする方法を考えたり説明
したりする。

1年 算数
数量についての具体的な場面を式に表したり，式を具
体的な場面に結びつけたりする。

4年 算数
身の回りから，伴って変わる二つの数量を見付け，数
量の関係を表やグラフを用いて表し，調べる。

全学年 理科
観察記録や実験データを表に整理したりグラフに整理
したりすることにより，考察を充実させる。

全学年 理科
表やグラフなどを活用しつつ科学的な言葉や概念を使
用して考えたり説明したりする。

3・4年 国語
身近なこと、想像したことなどを基に，詩を作った
り，物語を書いたりすること。

１・2年 国語
語と語や文と文との続き方に注意しながら、つながり
のある文や文章を書くこと。

１・2年 国語 身近な事物を簡単に説明する文章を書くこと。

15
感じたこ
と

文章 １・2年 国語 想像したことなどを文章に書くこと。
事実と感想を明確に
分けて論述すること
ができる

3・4年 国語
収集した資料を効果的に使い，説明する文章などを書
くこと。

3・4年 国語
書こうとすることの中心を明確にし、目的や必要に応
じて理由や事例を挙げて書くこと。

3・4年 国語
疑問に思ったことを調べて，報告する文章を書いた
り，学級新聞などに表したりすること。

5・6年 国語
引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分
の考えが伝わるように書くこと。

１・2年 国語
経験したことを報告する文章や観察したことを記録す
る文章などを書くこと。

5・6年 国語
自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動
を報告した文章などを書いたり編集したりすること。

16
考えたこ
と

文章
理由や事例を挙げな
がら筋道を立てて論
述することができる

17

見学・調
査したこ
と

文章

自分の課題について
調べた過程や分かっ
たことなどを順序よ
く論述することがで
きる

写真や図表などの資
料を使って受け手に
分かりやすぐ具体的
に説明することがで
きる。

13
観察・実
験したこ
と

文章／
数式／
表／グ
ラフ／
音声

測定値や割合などの
数値を示しながら説
明することができる

論
述
・
記
述

14
考えたこ
と・想像
したこと

文章
自分伝えたいことを
考えながら記述する
ことができる。

説
明

11
考えたこ
と

文章／
箇条書
き／数
式／音
声

考えが明確に伝わる
ように構成を工夫し
ながら順序よく説明
することができる

12

見学・調
査したこ
と

図／表
／グラ
フ／地
図／写
真／絵
／動画
／音声

 



１・2年 国語 伝えたいことを簡単な手紙に書くこと。

3・4年 国語
文章の敬体と常体との違いに注意して書くこ
と。

5・6年 国語
事実と感想、意見などとを区別するとともに、
目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い
たりしすること。

１・2年 国語
物語や，科学的なことについて書いた本や文章
を読んで，感想を書くこと。

全学年 道徳

自分の考えを基に、書いたり話し合ったりする
などの表現する機会を充実し、自分とは異なる
考えに接する中で、自分の考えを深め、自らの
成長実感する。

5・6年 国語
事物の良さを多くの人に伝えるための文章を書
くこと

3・4年 国語
目的に合わせて依頼状，案内状，礼状などの手
紙を書くこと。

5・6年 国語
経験したこと、想像したことなどを基に、詩や
短歌，俳句を作ったり、物語や随筆などを書い
たりすること。

3・4年 国語
出来事の説明や調査の報告をしたり，それらを
聞いて意見を述べたりすること。

5・6年 国語
資料を提示しながら説明や報告をしたり，それ
らを聞いて助言や提案をしたりすること。

5・6年 国語
事物や人物を推薦したり，それを聞いたりする
こと。

１・2年 国語
大事なことを落とさないようにしながら、興味
を持って聞くこと。

１・2年 国語
互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合
うこと。

3・4年 国語
話の中心に気を付けて聞き、質問をしたり感想
を述べたりすること。

5年 社会 必要な資料を収集したり選択したりする。

１・2年 国語
本や文章を楽しんだり，想像を広げたりしなが
ら読むこと。

3・4年 国語
必要な情報を得るために，読んだ内容に関連し
た他の本や文章などを読むこと。

5・6年 国語
伝記を読み，自分の生き方について考えるこ
と。

5・6年 国語
自分の課題を解決するために，意見を述べた文
章や解説の文章などを利用すること。

3・4年 社会 資料から必要な情報を読み取る。

5年 社会 資料から必要な情報を読み取る。

5年 社会 複数の資料を関連付けて読み取る。

5年 社会 資料を整理したり再構成したりする。

6年 社会 資料から必要な情報を的確に読み取る。

6年 社会 複数の資料を関連付けて読み取る。

6年 社会 資料の特徴に応じて読み取る。

6年 社会 資料を整理したり再構成したりする。

3・4年 国語
記録や報告の文章を読んでまとめたものを読み
合うこと。

5・6年 国語
考えたことや伝えたいことなどから話題を決
め、収集した知識や情報を関連付けること。

3・4年 国語
文章全体における段落の役割を理解し、自分の
考えが明確になるように、段落相互の関係など
に注意して文章を構成すること。

3・4年 国語
目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段
落相互の関係や事実と意見との関係を考え、文
章を読むこと。

比較・分
類・関連付
けなどの手
法で読み
取った内容
を検討する
ことができ
る

20

読み
取った
こと

文章／
箇条書
き／音
声

論
述
・
記
述

18

感じた
こと・
経験し
たこ
と・伝
えたい
こと

文章

相手意識・
目的意識な
どを明確に
して伝えた
いことを記
述すること
ができる。

分
析
･
評
価

19

聞き
取った
こと

文章／
箇条書
き／音
声

相手の意図
をつかみな
がら聞き取
り、話の内
容を検討す
ることがで
きる

 



3・4年 国語
場面の移り変わりに注意しながら、登場人物
の性格や気持ちの変化、情景などについて、
叙述を基に想像して読むこと。

3・4年 国語
目的に応じて、いろいろな本や文章を選んで
読むこと。

１・2年 国語
時間的な順序や事柄の順序などを考えながら
内容の大体を読むこと。

１・2年 国語
場面の様子について、登場人物の行動を中心
に想像を広げながら読むこと。

１・2年 国語 文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。

１・2年 国語
楽しんだり知識を得たりするために、本や文
章を選んで読むこと。

5・6年 国語
目的に応じて、複数の本や文章などを比べて
読むこと。

3・4年 国語
学級全体で話し合って考えをまとめたり，意
見を述べ合ったりすること。

5・6年 国語
調べたことやまとめたことについて，討論な
どをすること。

3・4年 国語
互いの考えの共通点や相違点を考え、司会や
提案などの役割を果たしながら、進行に沿っ
て話し合うこと。

5・6年 国語
互いの立場や意図をはっきりさせながら、計
画的に話し合うこと。

１・2年 国語
書いたものを読み合い、よいところを見つけ
て感想を伝え合うこと。

3・4年 国語
書いたものを発表し合い、書き手の考えの明
確さなどについて意見を述べ合うこと。

5・6年 国語
書いたものを発表し合い、表現の仕方に着目
して助言し合うこと。

3・4年 国語
文章を読んで考えたことを発表し合い、一人
一人の感じ方について違いのあることに気付
くこと。

5・6年 国語
本や文章を読んで考えたことを発表し合い、
自分の考えを広げたり深めたりすること。

全学年 体育
筋道を立てて練習や作戦を考え、改善の方法
などを互いに話し合う。

１・2年 国語
文章を読み返す習慣を付けるとともに、間違
いなどに気付き、正すこと。

3・4年 国語
文章の間違いを正したり、よりよい表現に書
き直したりすること。

5・6年 国語
考えたことなどから書くことを決め、目的や
意図に応じて書く事柄を収集し、全体を見通
して事柄を整理すること。

5・6年 国語
自分の考えを明確に表現するため、文章全体
の構成の効果を考えること。

3・4年 国語
記録や報告の文章，図鑑や事典などを読んで
利用すること。

6年 社会
必要な資料を収集・選択したり吟味したりす
る。

全学年 総学

問題の解決や探究活動の過程においては、他
者と協同して問題を解決しようとする学習活
動や、言語により分析し、まとめたり表現し
たりする学習活動を行う。

１・2年 国語
自分の考えが明確になるように、事柄の順序に
沿って簡単な構成を考えること。

比較・分
類・関連付
けなどの手
法で読み
取った内容
を検討する
ことができ
る

読み
取った
こと

20

文章／
箇条書
き／音
声

観察・
実験し
たこと

文章／
箇条書
き／音
声

結果の全体
を見て気付
いたことを
整理・考察
することが
できる

23

見学・
調査し
たこと

文章／
箇条書
き／音
声

調べた結果
を知識や経
験と結びつ
けて分析す
ることがで
きる

分
析
･
評
価

21

話し
合った
こと

文章／
箇条書
き／音
声

互いの考え
の共通点や
相違点を考
えながら吟
味すること
ができる

22

 

 

 



１・2年 国語
場面に合わせてあいさつをしたり，必要なこと
について身近な人と連絡をし合ったりするこ
と。

5・6年 国語
資料を提示しながら説明や報告をしたり，それ
らを聞いて助言や提案をしたりすること。

１・2年 国語
相手に応じて、話す事柄を順序立て、丁寧な言
葉と普通の言葉との違いに気をつけて話すこ
と。

3・4年 国語
相手や目的に応じて、理由や事例などを挙げな
がら筋道を立て、丁寧な言葉を用いるなど適切
な言葉遣いで話すこと。

3・4年 国語
相手を見たり、言葉の抑揚や強弱、間の取り方
などに注意したりして話すこと。

5・6年 国語
目的や意図に応じて、事柄が明確に伝わるよう
に話の構成を工夫しながら、場に応じた適切な
言葉遣いで話すこと。

１・2年 国語
物語の読み聞かせを聞いたり，物語を演じたり
すること。

1・2年 生活

活動を通して気付いたことや楽しかったことな
どについて，言葉，絵，動作，劇化などの方法
により表現し，考えることができるようにす
る。

全学年
外国
語

外国語を用いてコミュニケーションを図る楽し
さを体験する。

全学年
外国
語

積極的に外国語を用いたり、話したりする。

全学年
外国
語

外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむととも
に、日本語との違いを知り、言葉の面白さや豊
かさに気付くこと。

１・2年 国語
知らせたいことなどについて身近な人に紹介し
たり，それを聞いたりすること

1・2年 生活
目的に応じて調べたりインタビューしたり体験
したりして情報を集め，それを地域の人に伝え
たり，発信したりする。

１・2年 国語
姿勢や口形、声の大きさや速さなどに注意し
て、はっきりとして発声で話すこと。

5・6年 国語
共通語と方言の違いを理解し、また、必要に応
じて共通語で話すこと。

5・6年 国語
表現の効果などについて確かめたり工夫したり
すること。

3・4年 国語
内容の中心や場面の様子がよくわかるように音
読すること。

１・2年 国語
語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読すること。

5・6年 国語
自分の思いや考えが伝わるように音読や朗読を
すること。

5・6年 国語
目的に応じて、本や文章を比べて読むなど効果
的な読み方を工夫すること。

3・4年 国語 物語や詩を読み，感想を述べ合うこと。

１・2年 国語
物事の説明や経験の報告をしたり，それらを聞
いて感想を述べたりすること。

1・2年 生活
学校を探検して発見したことを友達に伝える活
動を繰り返す。

1・2年 生活
自分の生活や成長についての気付きを表現した
り交流したりする。

１・2年 国語
文章の内容と自分の経験とを結び付けて、自分
の思いや考えをまとめ、発表し合うこと。

読み
取った
こと・
体験し
たこと

音声

相手が伝え
たいことを
理解して感
想を述べ合
うことがで
きる。

表
現
・
発
表

24
考えた
こと

文章／
音声

相手意識・
目的意識な
どを明確に
して読み手
を説得でき
るように表
現すること
ができる

25
伝えた
いこと

絵／音
声／動
作／劇
化

自分が伝え
たいことに
応じて表現
を工夫する
ことができ
る。

26

 



 ③ICT 活用による言語活動指導パッケージの開発 

言語活動一覧表を元に、児童の ICT 活用による言語活動の充実を図る指導パッケージを開発した。具

体的には、単元計画・評価基準表・指導略案を基本的な構成とした。また、授業の内容や展開に合わせワ

ークシート・ICT 活用の手引・児童向け意識調査・教材コンテンツ等を付加するようにした。以下、実物の指

導パッケージを例に詳しく説明する。 

図２は指導パッケージの見開き左半分である。図の右側において、赤枠の部分を拡大して説明を付け加

えているものである。一番上段には、実施学年・教科・単元名・教科書会社を示した。その下に情報活用能

力と言語活動それぞれについてのめあてを明示した。いずれも、今回開発した言語活動一覧表から取り出

した内容である。中段には、単元の目標を明記し、授業のねらい到達に向けた授業づくりが確実にできるよ

うにした。最下段においては、単元計画及び評価基準表を示した。単元計画においては、言語活動を意識

して学習活動の流れを記述するようにした。これにより、単元全体における言語活動の位置づけを明確化

した。更に、それぞれの学習場面における評価規準も言語活動を意識した記述となるよう配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあての明確化 

単元全体における 
言語活動の位置づけ 

言語活動に関する

評価基準 

図２ 言語活動指導パッケージの実物（左半分） 



図３に、指導パッケージの右側半分について説明を付け加えた資料を示す。全体的な形式としては、単

元全体の中から、特に児童の情報活用と言語活動を関連付けて指導したい１時間を取り上げて指導略案

を作成した。また、授業における ICT 活用についても、読み手にとって具体的な導入方法がわかりやすい

ように配慮した。以下、それぞれの部分について詳しく説明する。 

上段には、授業のねらいを記述した。その下には、指導略案を学習過程に合わせた形で示すようにした。

児童に示す授業のねらいについては、学習内容のねらいだけでなく、言語活動のねらいも児童に分かりや

すい言葉で示すことができるように文言に配慮した。これにより、児童自身が授業のねらいとあわせて、言

語活動における目標を意識することができるようにした。また、学習活動の欄においては、本時のメインとな

る言語活動項目以外にも、言語活動一覧表の６項目の内でどの言語活動に該当するか示し、言語活動の

具体的展開が一目で分かるようにした。最下段には、実践環境や必要な機器の欄を設けて、実際の授業

で、どのような環境や ICT 機器が必要なのか記述した。これにより、他の教員が参考にしながら授業の準備

を進めることができるように配慮した。また、指導パッケージを活用して研究員所属校において実践した授

業については、授業記録写真を掲載して活動の流れをイメージしやすいようにした。 
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図３ 言語活動指導パッケージの実物（右半分） 



表２は、本研究において作成した指導パッケージを学年別・教科別に整理して、それぞれの単元名を示

したものである。学年別には、１年生において２単元、２年生で２単元、３年生で３単元、４年生で３単元、５

年生で９単元、６年生で１１単元を作成した。教科別には、言語活動の基盤を担う国語科において１１単元、

算数科において６単元、社会科において７単元、理科において１単元、総合的な学習の時間において２単

元、家庭科において１単元、外国語活動において２単元作成した。 

 

表２ 作成した指導パッケージ数の内訳 

  １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

国 

語 

1 単元 1 単元 2 単元 

 

3 単元 4 単元 

11 

 「くちばし」  「スイミー」  「ちいちゃんの
かげおくり」 

 「本で調べて報
告しよう」 

 「きいてきいて
きいてみよう」 

 「次への一歩」 
 「大造じいさん
とガン」 

 「今、わたしは
ぼくは」 
 「伝えられてき
たもの」 
 「平和について
考える」 
 「平和の砦を築
く」 

算 

数 

1 単元 1 単元 

 

1 単元 2 単元 1 単元 

6 

 「 ど ち ら が 長
い」 

 「新しい計算を
考えよう」 

 「変わり方をグ
ラフで表そう」 

 「面積の角を調
べよう」 

 「面積の求め方
を考えよう」 

 「およその面積
を求めよう」 

社 

会 

      1 単元 3 単元 3 単元 

7 

 「郷土に伝わる
願い」 

 「水産業の盛ん
な枕崎市」 

 「放送局の働き
１」 

 「放送局の働き
２」 

 

 「長く続いた戦
争と人々の暮ら
し」 
 「武士の世の中
へ」 
 「明治の国づく
り を 進 め た
人々」 

理 
科 

    1 単元       

1  「昆虫を調べよ
う」 

総 

学 

      1 単元 1 単元   

2 

 「地域の特色に
ついて調べよ
う」 

 「環境問題につ
いて調べよう」 

家 

庭 

         1 単元 

1 

 「生活を見なお
そう」 

外
国
語 

           2 単元 

2 

 「季節の英語に
親しもう」 
 「道案内をしよ
う」 

計 2 2 3 3 9 11 30 



（2）情報活用能力の育成と教科の目標達成を図る授業実践 

  ①高学年での実践 

  【実践１】 

○教科：算数科  単元名：「およその面積を求めよう」（東京書籍） 対象 第６学年１１名 

○めあて：基本図形を用いて概形をとらえ、自ら考えた面積の求め方を具体物や言葉などを用いて説明

することができる。 

○展開 

時間 学習活動〔言語活動〕 主な発問と児童の反応 授業の様子 

つ
か
む 

５
分 

１ 本時の学習課題を

確認する。 

○面積の公式を確認しよう。 

○これまで、いろいろな形の面積を求

めました。私たちが住む熊本県の面

積を求めよう。 

 

 

 熊本県のおよその面積の求め方を考えよう。 

①面積の公式を使って②複雑な面積の求め方を活用して 

 

 

  

考
え
る 

25
分 

２ 熊本県の白地図か

らおよその面積の求

め方を考える 

 

 

 

 

３ それぞれ考えた方

法を基に班で話し

合う。 

○どんな形に似ているか考えてワーク

シートに図形を描きましょう。図形を

描いたらワークシートを印刷して面

積を計算します。 

・ いくつかの図形を組み合わせてみよ

う。 

・ 大きな図形から小さな図形を引いて

みよう。 

○班で互いの考えを説明しましょう。 

深
め
る 

10
分 

４ 全体で意見を出し

合い、地図を利用し

たおよその面積の

求め方についてまと

める。 

〔言語活動〕 

面積の求め方を具体

物や言葉をなど用い

たりして考え説明す

る。【説明】 

 

○どんなやり方で求めたか発表しま

す。違う考えがあればみんなに紹介

しましょう。 

・あまり細かく分けると計算が大変にな

るな。 

・いろいろな図形の組み合わせを工夫

するといいな。 

○熊本県の面積は約7405㎞です。一

番近かった人のワークシートを見て、

工夫を見つけましょう。 

・あまりが出ないように工夫しているな。 

ま
と
め
る
５
分 

５ 本時の振り返りを

する。 

○今日の授業で学んだことをこれから

の学習に生かせるようにしましょう。 

  ○授業の結果： ICT を活用して面積の求め方について十分に試行錯誤させたことで、多様な考えを引き

出して皆で共有しながら授業のねらいに到達することができた。 

 

 

 

 

スライドでの公式確認 

コンピュータでの作図 

縮尺に気をつけて計算 

自分の考えを説明する児童 



 【実践２】 

○教科：社会科  単元名：「武士の世の中へ」（東京書籍） 対象 第６学年11名 

○めあて：複数の資料から、武士の生活の様子や武士と貴族との違いについて読み取り、自分の考えと

して表現することができる。 

○展開 

 ○授業の結果：資料から読み取った内容について、電子ペンで書き込みをさせながらを共有したことで、さま

ざまなき気づきを相互に関連付けながら自分なりの考えをもたせることができた。 

時間 学習活動〔言語活動〕 主な発問と児童の反応 授業の様子 

つ
か
む 

５
分 

１ 前時までの振り返りを

する。 

 

 

 

２ 本時のねらいを確認

する。 

 

○これまで、何時代について学習

してきましたか。 

・平安時代 

○どのような身分の人々が政治を

動かしていましたか。 

・貴族 

○貴族の時代が終わった後、武士

の時代に移っていきます。  

 武士の暮らしの様子について読み取り、時代の変化に

ついて予想しよう。 

 

  

考
え
る 

20
分 

３ 資料「武士の館の様

子」を読み取り、気付

いたことを発表する。 

 

４ 教科書 45 頁の説明

文を読み、要点をノー

トにまとめる。 

○資料を見て、分かったことや気

付いたこと思ったことをノートに

書きます。 

・ 農業をしているな。 

・ 屋敷が塀に囲まれている。 

・ 見張りがいるぞ。 

・ 馬に乗る練習をしている。 

○教科書を読みます。時代の状況

を想像しながら読みましょう。 

深
め
る 

５
分 

５ 世の中がどのように変

化していくか予想して

自分の考えを発表す

る。 

〔言語活動〕 

資料から必要な情報を

的確に読み取る。複数

の資料を関連づけて読

み取る。 

【分析・評価】 

○武士が現れたことで、貴族の世

の中からどのように変化していく

でしょうか。自分の考えを書きな

さい。 

・ 戦いや争いが多くなる 

・ 強いものが得をする。 

・ 強いものが周りを従えていくと

思う。 

 

ま
と
め
る

15
分 

６ 今日の学習を振り返

って、考えたことを文章

記述する。 

○読み取ったことや友達の考えを

参考にして、武士の時代がどの

ようになっていくか最後の考えを

書きなさい。 

 

電子ペンでの書き込み 

資料を関連付けて説明 

最終的な考えの記述 

ワークシートへの記入 



②中学年での実践 

 【実践１】 

○教科：国語科  単元名：「ちいちゃんのかげおくり」（光村図書） 対象 第３学年２４名 

○めあて：２つのかげおくりの場面を比較し、心に残った叙述や言葉をもとにして自分なりの感想をまとめ

ることができる。 

○展開 

時間 学習活動〔言語活動〕 主な発問と児童の反応 授業の様子 

つ
か
む 

 
 

５
分 

１ 今日のめあてを

知る。 

①前時までの学習を

振り返る。 

②学習範囲を音読

する。 

③本時の学習課題

をつかむ。 

 

 

 

○これまでのあらすじを振り返りましょう。 

・ちいちゃんが家族そろってかげ送りをし

た。 

・はげしい空襲の中で、ちいちゃんが家族と

離ればなれになってしまった。 

・ちいちゃんがひとりでかげおくりをした。 

二つのかげ送りの場面を比較して読み

取ろう。 

学習範囲の音読 
 

考
え
る 

20
分 

２ 二つのかげおく

りを比較して読

み取る。 

〔言語活動〕 

場面の移り変わ

りに注意しなが

ら、登場人物の

性格や気持ちの

変化、情景など

について、叙述

を基に想像して

読むこと。 

【分析・評価】 

○二つのかげ送りの間にはどんな出来事が

ありましたか。 

（電子黒板で挿絵を提示し、挿絵を上下

に移動させる。これにより、かげおくりをし

ているちいちゃんたちと同じ視点をもたせ

ながらイメージを膨らませることができるよ

うにした） 

・戦争がひどくなった。 

・家族がはなればなれになってしまった。 

・ちいちゃんは弱っていった。 

○二つのかげおくりで同じ所や違うところに

気をつけて読み取りましょう。 

深
め
る 

15
分 

３ 二つのかげおくり

を比較して読み

取ったことを相互

発表する。 

○班で互いに読み取ったことを発表します。

話し合いの視点は、二つのかげおくりの

共通点や相違点についてです。 

・1回目は家族と一緒で楽しそうだな。 

・2回目はひとりぼっちでかわいそう。でも、う

れしそうなのは、天国の家族に会えるから

かな。 

ま
と
め
る
５
分 

４ 本時の学習を振

り返る。 

 今日のめあては達成できましたか。ノート

に反省を書きましょう。 

 次の時間は、感想文を書いて互いに読

み合います。 

○授業の結果：電子黒板で場面の移り変わりを印象的に提示することで、登場人物の性格や気持ちの

変化、情景などについてイメージ豊かによみとらせることができた。 

 

 

 

資料の拡大提示 

それぞれの考えを記述 

比較した考えの相互発表 



【実践２】 

○教科：総合的な学習の時間  単元名：「地域の特徴を調べよう」 対象 第４学年１５名 

○めあて：調査活動に意欲をもって取り組み、写真や音声記録をとることができる。 

○展開 

時間 学習活動〔言語活動〕 主な発問と児童の反応 授業の様子 

つ
か
む 

５
分 

１ インタビュー活動

の目的を確認す

る。 

○今日は、値域の特徴について実際に

地域の方に対してインタビューしたい

と思います。 

・水源に関係がある水基についていろい

ろ聞いてみたいな。 

・神社の行事についてたずねたいな。 

地域の特徴を知るためのインタビュー

活動をしよう。 

・たくさん見たり聞いたりして詳しく調べた

いな。 

活動の目的の確認 

 

考
え
る
・深
め
る 

 

２ 地域の方々にイ

ンタビュー活動を

する。 

 

〔言語活動〕 

関心のあることな

どから話題を決め、

必要な事柄につい

て調べ、要点をメモ

すること。【記録】 

○気になる建物や施設はデジカメで撮影

しましょう。 

・いろいろな角度からとろう。 

○インタビューするときは、ICレコーダー

で録音しましょう。メモをとることよりも、

相手を見て、話の流れに気をつけな

がら情報を得るようにします。 

・自分が聞きたいことから話を広げて聞き

取りをしたいな。 

○撮影や録音をする時には、事前にあい

てから許しを得るようにしましょう。 

・相手に失礼がないようにしなければなら

ないな。 

 

ま
と
め
る
15
分 

３  インタビュー活

動の振り返りを

する。 

○たくさんの情報を集めることができまし

たか。次の時間からは、インタビューの

内容整理や写真選びをして、調査活

動のまとめをしていきます。 

○授業の結果：ICレコーダーやデジカメなどの機器を必要に応じて選択しながら取材活動を進めたことで、

必要な事柄を意識させながら確実に学習の記録をとらせることができた。 

 

 

 

 多様な方法での資料収集 

地域の商店主への質問 

相手意識をもって質問 



③低学年での実践 

 【実践１】 

○教科：算数科  単元名：「どちらがながい」（東京書籍） 対象 第１学年８名 

○めあて：直接比較や間接比較、色々な単位による測定などにより長さを比べることができる。 

○展開 

時間 学習活動〔言語活動〕 主な発問と児童の反応 授業の様子 

つ
か
む 

５
分 

１ 学習課題をつか

む。 

○テープを使わないで、机などの長さを比

べるにはどうすればよいでしょうか。 

 

長さの比べ方を考えよう。 
 

 

考
え
る 

20
分 

２ 任意単位を用い

て測定する。 

○直接比べられないものを自分で探して、

長さの比べ方を考えましょう。 

・ 自分の手の幅を使おうかな？ 

・ マス目を使っていくつ分か数えてみよ

う。 

・ 同じ大きさの積み木を積み上げて高さ

を比べてみようかな。 

○比べる方法を見つけたら、デジカメで写

真に撮りましょう。 

深
め
る 
15
分 

３ 様々な測定方法

について、自分の

方法を発表する。 

〔言語活動〕 

具体物を用いた

り、言葉、数、式、

図を用いたりして

表す。【説明】 

○自分で見つけた長さの比べ方をみんな

に分かりやすく発表しよう。 

 自分が調べたやり方を写真で詳しくみん

なに教えよう。 

（ディジタルスチルカメラで撮影した画像

は、教師が実物投影機につないで拡大

提示しながら説明できるようにする。） 

（直接比較や間接比較、任意単位による測

定などの考え方や方法について自分の

考えを表現することができるように支援し

た） 

ま
と
め
る
５
分 

４ 学習の振り返り

をする。 

○今日の勉強で分かったことは何です

か？感想を発表しましょう。 

 離れたものや大きなものでも、工夫す

れば比べられるな。 

○授業の結果：学習の過程を児童自らがデジカメを用いて記録して電子黒板で発表させたことで、視覚的

にわかりやすく友達に説明させることができた。 

 
 
 
 

テープの用い方の復習 

体を使って測定する児童 

児童がデジカメで撮影 

デジカメの画像で説明 



 【実践２】 

○教科：国語科  単元名：「くちばし」（光村図書） 対象 第１学年１３名 

○めあて：鳥のいろいろなくちばしの種類に関心をもつことができる。 

○展開 

時間 学習活動〔言語活動〕 主な発問と児童の反応 授業の様子 

つ
か
む 

５
分 

１  本時のめあてを

知る。 

○今日から、鳥のくちばしの形について

勉強していきます。 

○どんな鳥を知っていますか？ 

 ・近所にはからすがいるよ。 

 ・図鑑におうむがのっていたよ。 

○くちばしの形はみんな同じでしたか？ 

・それぞれちがう。 

・なんでみんな形が違うんだろう。 

鳥のくちばしについて知っている

事を話し合おう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
る 

15
分 

２ 鳥とそのくちばし

について、知って

いることを発表し

あう。 

〔言語活動〕 

知らせたいことな

どについて身近

な人に紹介した

り、それを聞いた

りする。 

【表現・発表】 

○鳥とそのくちばしの形について、知って

いることはありますか？ 

○お隣さんと話しあってみましょう。 

・ 教科書に掲載されたいろいろなくち

ばしの写真を見て、思ったことを自

由に出し合う。（教科書の写真資料

を実物投影機で拡大提示し、その特

徴について児童が具体的に説明で

きるようにする。） 

深
め
る 

20
分 

３  教科書を通読

し、これからの学

習の見通しをも

つ。 

 

○教科書を読みましょう。 

○何種類の鳥のくちばしについて書いて

ありましたか。 

・ 3種類の鳥のくちばし 

（各場面の挿絵を拡大提示し、文章と写

真資料の関連を意識させながら音読で

きるようにする。） 

ま
と
め
る
５
分 

４ 本時の振り返り

をする。 

○次の時間からは、教科書を読んで「き

つつき」「おうむ」「はちどり」のくちばし

のちがいについて勉強していきます。 

○授業の結果：自分が調査した資料について実物投影機を活用して紹介させたことで、それぞれの児童が

知らせたいことを友達に対して効果的に紹介させることができた。 

 
 

グループで意見交換 

実物投影機で拡大説明 

代表者による説明 

次時の予告を聞く児童 



（3）教員のICT活用指導力を高めるウェブサイトの構築 

児童の情報活用との関連を図る言語活動

一覧表や指導パッケージを公開するウェブサ

イトを、コンテンツマネージメントシステムの活

用により構築した（図４）。全体的な構成として

は、研究会のスケジュールカレンダー・Todoリ

スト・新着情報・辞書検索ウィンドウなどをコン

テンツとして付加した。本研究において開発

した言語活動一覧表と指導パッケージはシス

テムのキャビネット機能を利用してPDFファイ

ルでアップロードし、誰でも資料を手に入れる

ことができるようにした。 

（URL:http://ooaso-kumamoto.sakura.ne.jp/ntc/） 

５ 研究の成果 

（1）児童の情報活用と言語活動との関連を図るカリキュラムの開発 

小学校学習指導要領から具体的な言語活動を洗い出して言語活動一覧表を開発した。これを元に、情報

活用と関連づけた言語活動を計画的に取り入れ

た指導パッケージを 30 事例開発することができ

た。図５は、指導パッケージ活用による授業を参

観した教員の感想である。この記述から、ICT 活

用を不得手とする教員研修の効果も期待できる

と考える。 

（2）情報活用能力の育成と教科の目標達成を図る授業実践 

実証授業の客観的な評価として児童向け意

識調査結果を分析した。いずれも４件法で得た

回答をt-合計し検定を用いて分析した 

①社会科「武士の世の中へ」 

児童の意識調査を、実践授業の前後に同一

の質問紙を用いて実施した実践授業前後にお

ける意識調査の結果を表３に示す。項目1「コン

ピュータを使って自分の考えを分かりやすく伝

えることができると思うか」においては、実践授

業前後の比較において0.1％水準で有意差が

見られた。項目2「友達と話し合いながら互いに

考えを深めることができると思うか」でも、0.1％

 表３ 児童向け意識調査の結果 

 
質問項目 授業前 授業後 

1 
コンピュータを使って自分の考え
をわかりやすく伝えることができる
と思うか。 

2.55 << 3.64 
***p<.001 

2 
友達と話し合いながら互いに考
えを深めることができると思うか。 

2.36 << 3.45 
***p<.001 

3 
いくつかの資料から気づいたこと
を関連付けて自分の考えをまと
めることができると思うか。 

2.18 << 3.00 
**p<.01 

4 
自分の考えを話したり書いたりす
ることはおもしろそうだと思うか。 

2.73 < 3.45 
n.s. 

5 
ノートやワークシート等を見て、学
んだことをくわしく思い出すことが
できると思うか。 

2.91 < 3.36 
n.s. 

ICT を活用した授業では、様々な機器を効果的に活
用しておられた。今回の授業では、子どもたちが機
器を使いながら、スクリーン上で、注目したところを拡
大し、考えを発表していた。指導パッケージがあるこ
とで、どのような場面でどのような機器を使えばいい
か分かり、自分で授業する上でとても参考になった。           
小学校教諭（初任者・女性）  

図５ 授業を参観した教員の感想 

図４ コンテンツマネージメントシステムの活用 

http://ooaso-kumamoto.sakura.ne.jp/ntc/


水準で有意差が見られた。項目3「いくつかの資料から気づいたことを関連付けて自分の考えをまとめること

ができると思うか」においては、１％水準で有意差が見られた。このことから、ICT活用による授業により、児

童は意欲を持って話し合いを進めることができたと考える。 

②算数科「およその面積を求めよう」 

実践授業の前後における意識調査の結果を

表４に示す。全ての項目において、授業前に比

べて授業後の方がよい結果となっている。特に項

目２「算数の授業で考える活動が好きですか」に

おいては5％水準、項目３「算数の授業で話し合う

活動は好きですか」では、１％水準で、項目５「算

数の授業で発表する活動は好きですか」におい

ては５％水準で有意な成果が得られた。このこと

から、言語活動においてコンピュータの活用を取

り入れた授業展開により、考えたり話し合ったり発

表したりする言語活動について児童の意識を向

上させ、課題解決への意欲を高めることができた

と考える。 

表５は、実証授業後に実施した教師向け意識

調査の結果である。実証授業前は調査すること

ができていないので、実施後だけの結果となるが、

いずれの質問項目においても最高得点の4.0に

近い結果が示された。このことから、授業のねら

い達成に向けてICT活用を取り入れたことにより、

児童は集中した態度で学習に取り組むことができ、

話し合いや発表などの言語活動を通して考えを

深めさせることができたと考える。 

 

 

 

 

 

表４ 児童向け意識調査の結果 

 
質問項目 授業前 授業後 

1 算数の授業が好きか。 
2.90 < 3.18 

n.s. 

2 
算数の授業で考える活動が好
きか。 

3.00 << 3.55 
*p<.05 

3 
算数の授業で話し合う活動が
好きか。 

2.60 << 3.36 
**p<.01 

4 
算数の授業でまとめる活動が
好きか。 

2.80 < 2.82 
n.s. 

5 
算数の授業で発表する活動が
好きか。 

2.60 << 3.36 
*p<.05 

 表５ 教員向け意識調査の結果 

 
質問項目 平均値 

1 
子どもたちの学習する態度はきちんと

できていたと思うか。 
3.92 

2 
これまで学んだ事を活用させる手立て

ができていたと思うか。 
3.85 

3 
考えを促すための工夫がなされてい

たと思うか。 
3.77 

4 
記述・話し合い・発表などを通して考

えを深めることができていたと思うか。 
3.62 



図６は他者評価による質的な検証を図るために他校からの参観教員が記述した感想文を抜粋したもので

ある。これらの記述から、「既習の知識・技能を活用する手立てがあったこと」「苦手なこの学習意欲を引き出

せていたこと」「学んだことを生活に生かす手立てがあったこと」「本字の目標に達成させるための手立てが

あったこと」「分かったことや発見したことを自分の言葉でまとめることができていたこと」「多様な考えが認め

られる授業が実現できていたこと」「考え方を学ぶ算数の楽しさが実感できる授業であったこと」等の成果が

あったことが推察される。 

 

 

 

図６ 検証授業を参観した教員の感想 



（3）教員のICT活用指導力を高めるウェブサイトの構築 

本研究の成果として完成した言語活動一覧表や指導パッケージを公開するウェブサイトを、コンテンツ

マネージメントシステムの活用により構築した。このシステムの導入により、セキュリティを確保しながら、会

員双方向の情報発信や情報共有を実現することができた。また、従来のホームページ作成ソフトと違い、

ＨＴＭＬを用いてプログラミングする知識がなくても簡単に操作・編集ができた。今後は、この可変性・操作

性の利点を生かして、児童自身による活用も視野に入れて活用を図りたい。 

 

６ 今後の課題 

研究の更なる推進のために必要な要素として、言語活動一覧表による系統的・継続的な指導が挙げられ

る。児童生徒の情報活用能力の育成は単発の授業において実現することは難しい。よって、カリキュラムによ

る持続的な指導を行うことが望まれる。また、児童や教員の意識調査における効果はもちろんであるが、ICT

活用による言語活動の充実により、学習に関する表現内容がどのように変容したのか客観的検証を進めるこ

とが求められる。さらに、実証授業からのフィードバックによる指導資料の改良を重ねることで、より精度の高

い学習指導を実現することができると考える。 

 

 

実施場所 

阿蘇市立坂梨小学校    八代市立八竜小学校 
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